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Abstract 
For the purpose of researching into the strength of the pipe truss， the present writer carried 
out various model experiments. Two models (Warren Type Truss， span length 1= 160cm， height 
h=35cm) were made use of. Members of one model were steel plates with rectangular section， 
while those of the other were steel pipes. 
The truss was supported at its ends and carried concentrated loads at the center of the span. 
The stress of the m巴mberswere measured with electric registance strain gauges. By obtaining 
experimental results and calculations of primary and secondary stresses， the strength of members， 

































斜 材 24.5 35.0 30 65 2.2 
板
弦 材 32.5 46.5 24 58 2.4 
ノ、。 斜 材 42.5 46.5 9 54 2.4 
イ
ブタ 弦 材 37.0 38.5 18 65 2.3 
表サ 二次応力理論計算値








種別|部材名 板トラスト |パイプトラスト 種別|部材名 板トラスト |パイプトラス}
a-b 十 87.3 + 65.8 a-c - 42.9 - 41.5 
斜 b-a 十 80.8 + 68.9 上 c-a - 63.9 - 61.3 
b-c + 84.8 + 75.6 b-d - 81.1 - 51.6 
c-b 十 75.9 + 54.6 下 d-b - 155.4 - 144.0 
c-d + 60.0 + 41.1 弦 c-e 2.8 + 3.2 
d-c + 13.7 - 10.8 e一 C - 34.8 - 35.0 
材 d-e + 47.3 十 34.5 材 d-f + 125.4 + 105.0 
e-d + 69.8 十 57.2 f-d + 125.4 + 105.0 
注単位は kgjcm2で，数値は荷重2ton に対する{直を示すO






































板トラス A-l， B-lは大体一次応力線附近に集り， B-2， C-2は二次応力の0-だ
けずれて二次応力線に近似する。
パイプトラス 全部が二つの二次応刀線内に分布しておさまヮている。
( 26 ) 
パイプトラスの強度に関する実験 389 
ィμ。
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図 5 斜材，荷主主応力の関係(絞トラス〉 図 6 斜材，荷主主応力の関係(パイプトラス〉
c) c-d部材
板トラス 他の斜材にくらべ応力が大きくなるので， A-l， A-2， Cー し C-2では
二次応力が相当強くあらわれている。
パイプトラス 板にくらべ安定性はやや良いが， A-l， C-lでは相当強く材端もモーメ
ントの影響があらわれている。即ちモーメントの方向から考えてA一 lでは正値がC-lでは














図ー 7 弦材，荷重と応力の関係(板トラス〉 図 8 弦材，従軍と応力の関係(パイプトラス〉
i) 上弦材，下弦材
a) a-c 部材
板トラス 部材中央部の Bー 1，B-2および部材中心線上のA-2，C-2はほぼ一次応
( 28 ) 
パイプトラスの強度に関する実験 391 






























一漣i定値 レ/直ーー世 針算泊自 γ _-
./ ， v -
~ 
/ 'IM-。ピ









































1) }I田章夫:白木機械学会誌， 65， 334 (1962) 
2) 中村作太郎:番匠勲・志村政雄:室工大研報， 4， 127 (1962) 
3) 属部屋福平:杭造力学4，3， 13 (東京， 1961) 
( '30 ) 
